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1. はじめに 

非平衡低温大気圧プラズマの医療や農業などバイオ応用に向けた研究が注目されている．我々のグル

ープでは，独自に開発した超高密度非平衡大気圧プラズマ装置を用いてミドリカビの殺菌やがん細胞

選択的な殺傷といった結果を報告している.1-3) 他方で，酸素ラジカルの照射量を変化することにより酵

母菌が成長促進される. 4) これらの結果を踏まえ，さらなる農業応用に向けて植物に対して適切にプラ

ズマ照射することで効率のよい成長促進効果を導き出すことが重要と考えられる．そこで本研究では

イネ種子を対象として，発芽過程においてプラズマ照射を行い, 発芽や生育に対する効果を検討した.  

2. 実験方法 

4°Cで一晩蒸留水に浸漬して吸水させたイネ種子にプラズマ照射を行った．プラズマ照射装置の出射

口の下に照射距離10 mmとなるよう種子を設置し，5 または10 sプラズマ照射を行った. 1条件につき60

粒ずつプラズマ処理を行い，再び蒸留水に浸漬して30°Cで2日間培養し, 発芽した芽の長さを計測した． 

3. 実験結果および考察 

図に種々のプラズマ照射条件において発芽した種子の芽の長さ (子葉鞘長) の測定結果を示す．未照

射の種子に比べて5 s, 10 s照射した種子では有意にそれぞれ1.80倍, 1.87倍伸長が促進された．また，プ

ラズマ照射した翌日さらにもう一度照射した種子 (5 s×2回) では，その伸長が1回の照射よりもさらに

13%促進された．以上の結果よりプラズマの照射量や頻度により発芽後の初期生育が制御されることが

示唆された．  
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図	種々の処理条件における	

イネ種子の芽の長さの変化	

t検定による有意差 
*p<0.05,**p<0.01を示す． 
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